
個別医療機関ごとの
具体的な対応方針について

資料１

～２０２５年に担う役割と機能別病床～

○ 本圏域において策定の対象となる48医療機関（一般病床又
は療養病床を有する病院・診療所）のうち、44箇所から
本調査への回答協力が得られた。

具体的対応方針の概要①
～ ２０２５年に担う役割と機能別病床～

2025年に担う役割と機能別病床
令和3年2月1日時点の内容に更新

新たに回答：1医療機関
内容変更：7医療機関

着 色 欄：新たに回答のあった医療機関及び変更事項のあった医療機関
下 線：昨年度の内容から変更のあった箇所



○ 本圏域において、2020年7月1日時点で昨年に続き稼働して
いない、もしくは回答がない医療機関は2箇所であった。

○ 2020年7月1日時点で、（一部）再稼働との報告があったの
は1箇所であった。

具体的対応方針の概要②
～非稼働病棟の今後の見通しと解消状況～

非稼働病棟（病床が全て稼働していない病棟）について
・昨年度作成した一覧表について2020年7月1日時点で調査をした結果に基づき、
本圏域に係る情報について内容を更新

○「非稼働病棟の今後の見通し等」の一覧表の状況説明
継：昨年の報告から引き続き稼働していないと回答があった医療機関
新：今年度の報告で非稼働病棟があると新たに回答があった医療機関
未：今年度の状況について回答がない医療機関

○「非稼働病棟の解消状況等」の一覧表の状況説明
全部：今年度の報告で非稼働病床をすべて解消したと回答があった医療機関
一部：昨年度の報告で非稼働病棟があると回答があった医療機関のうち、

今年度の報告で非稼働病棟が確認できなかった医療機関

具体的対応方針の変更時の報告のお願い

「地域医療構想の進め方について」(平成30年2月7日医政地発0207第1号)
に基づき、毎年度、個別の医療機関における2025年における具体的対応方
針について協議する必要がある。

国の求めの対応として、毎年、地域医療構想調整会議において、すでに
策定いただいている各医療機関毎の具体的対応方針の内容について、整備
計画変更時にご報告いただき、一覧の内容を更新していくこととしたい。

具体的対応方針の未策定、対応方針の変更、病床機能の変更
を伴う施設整備に変更が生じた場合には本調査への御協力を
お願いしたい。

具体的対応方針の変更等があった場合は、令和元年８月２０日付け健福第７５８号「２０２５年における医
療機関ごとの具体的対応方針の今後の協議の進め方及び手続き等について（依頼）」に基づき必要な手続き
等をお願いします。
※千葉県ホームページから調査票(エクセル)がダウンロードできます。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/keikaku/kenkoufukushi/chiikiiryoukousou.html
ホーム > くらし・福祉・健康 > 健康・医療 > 保健医療政策 > 地域保健医療連携・地域医療構想調整会議



２
０
２
５
年
に
担
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割
と
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別
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床

【
印
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健
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療
圏
】

高
度

急
性
期

急
性
期

回
復
期

慢
性
期

計

1
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院

○
○

○
○

○
○

○
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
重
度
心
身

障
害
者
（
児
）

15
0

50
24

0
44

0
老
朽
化
に
伴
う
病
棟
建
替
え
を
予
定
し
て
お
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
休
棟
分
を
再
稼
働
し
地
域
医
療

連
携
を
強
化
し
た
い

○

2
成
田
赤
十
字
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

10
9

55
0

65
9

○

3
公
益
財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
病
院

○
○

○
回
復
期
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

45
13

6
18

1
○

4
医
療
法
人
鳳
生
会
成
田
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

12
0

60
24

0
42

0
5
医
療
法
人
社
団
透
光
会
大
栄
病
院

○
12

0
12

0
6
医
療
法
人
社
団
愛
信
会
佐
倉
中
央
病
院

○
96

96

7
医
療
法
人
社
団
樹
徳
会
佐
倉
整
形
外
科
病
院

○
33

33

8
東
邦
大
学
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀｰ
佐
倉
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
44

7
44

7
許
可
病
床
数
の
変
更
に
伴
い
、
病
床
数

を
4
5
1
床
か
ら
4
4
7
床
へ
変
更
（
2
0
2
0

年
）

9
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

○
○

○
○

○
○

○
慢
性
腎
臓
病
、
整
形
外
科
、
摂
食

嚥
下
障
害

8
39

1
39

9
許
可
病
床
を
１
床
減
少
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
を
増
床
（
2
0
2
0
年
）

1
0
医
療
法
人
そ
れ
い
ゆ
会
四
街
道
さ
く
ら
病
院

○
○

現
在
の
療
養
病
棟
を
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
る

95
95

一
般
病
床
を
療
養
病
床
に
転
換
し
、
4
床
廃
止
済

(
2
0
1
8
年
)

1
1
医
療
法
人
徳
洲
会
大
日
徳
洲
会
病
院

0
急
性
期
6
8
床
→
0
床

慢
性
期
5
4
床
→
0
床

病
院
建
物
、
設
備
機
器
の
老
朽
化
、
医

療
環
境
の
提
供
面
、
設
備
構
造
面
に
お

い
て
医
療
機
関
と
し
て
の
存
続
が
困
難

な
た
め
、
同
一
医
療
圏
に
あ
る
成
田
富

里
徳
洲
会
病
院
に
1
2
2
床
移
転
し
、
同
病

院
は
閉
院
し
た
(
2
0
2
0
年
)

1
2
医
療
法
人
社
団
威
風
会
栗
山
中
央
病
院

○
92

92

1
3
医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
四
街
道
徳
洲
会
病
院

○
○

○
○

22
0

22
0

○

1
4
医
療
法
人
社
団
誠
和
会
長
谷
川
病
院

○
○

○
○

○
51

57
10

8
○

1
5
医
療
法
人
み
つ
や
会
新
八
街
総
合
病
院

○
○

○
○

○
○

60
40

91
19

1
1
6
医
療
法
人
甲
辰
会
海
保
病
院

○
37

37
1
7
医
療
法
人
平
成
博
愛
会
印
西
総
合
病
院

○
○

○
○

○
○

12
0

60
18

0
42

方
針
策
定
に
伴
い
一
覧
表
に
追
加
(
2
0
2
0
年
)

1
8
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
57

4
57

4
2
6
床
廃
止
済
(
2
0
1
8
年
)

1
9
医
療
法
人
社
団
白
翔
会
千
葉
白
井
病
院

○
○

○
○

○
45

55
10

0
開
設
者
変
更
(
2
0
1
8
年
)

2
0
医
療
法
人
社
団
聖
仁
会
白
井
聖
仁
会
病
院

○
○

○
○

○
69

12
4

19
3

方
針
策
定
に
伴
い
一
覧
表
に
追
加
(
2
0
1
9
年
)

2
1
医
療
法
人
社
団
東
光
会
北
総
白
井
病
院

○
53

10
5

15
8

2
2
医
療
法
人
社
団
樹
々
会
日
吉
台
病
院

○
○

○
○

66
66

7
床
廃
止
済
(
2
0
1
7
年
)

2
3
医
療
法
人
社
団
千
葉
光
徳
会
中
沢
病
院

(新
)
千
葉
し
す
い
病
院

○

慢
性
期
医
療
、
回
復
期
医
療
、
地

域
包
括
ケ
ア
医
療

41
27

0
31

1
新
築
移
転
に
伴
い
地
域
性
や
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
4
1

床
分
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
へ
変
更
予

定
。
新
築
移
転
に
伴
い
設
備
の
充
実
、
人
員
増
員
等

で
許
可
病
床
を
フ
ル
稼
働
す
る
(
2
0
1
9
年
)
。

機
能
変
更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

№
医
療
機
関
名

2
02
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

20
25
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

【
病
院
】
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機
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更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

№
医
療
機
関
名

2
02
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

20
25
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

2
4
医
療
法
人
徳
洲
会
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

○
○

○
○

○
○

○
10

29
6

47
54

40
7

高
度
急
性
期
8
床
→
1
0
床

急
性
期
2
3
5
床
→
2
9
6
床

回
復
期
4
2
床
→
4
7
床

慢
性
期
0
床
→
5
4
床

同
一
法
人
内
の
大
日
徳
洲
会
病
院
か
ら

病
床
移
転
予
定
。
移
転
分
の
整
備
は
令

和
2
年
6
月
予
定
。
6
月
～
8
月
供
用
開
始

予
定
。
救
急
を
中
心
と
し
た
急
性
期
患

者
の
受
入
要
請
が
増
加
し
て
お
り
今
後

も
引
き
続
き
救
急
患
者
の
受
入
に
応
需

し
て
い
く
た
め
高
度
急
性
期
・
急
性
期

病
床
の
増
床
が
必
要
。

※
令
和
2
年
6
月
供
用
開
始
し
て
い
る
。

2
5
成
田
ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾃ
ｰｼ
ｮ
ﾝ病

院
○

○
○

脳
疾
患
、
怪
我
、
骨
折
、
関
節
置

換
術
後
な
ど
急
性
期
病
院
等
か
ら

の
転
院
先
病
院
（
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

10
0

10
0

2
6
医
療
法
人
社
団
育
誠
會
北
総
栄
病
院

○
○

64
64

2
7
社
会
福
祉
法
人
ﾕ
ｰ
ｶﾘ
優
都
会
南
ヶ
丘
病
院

○

脳
神
経
外
科

51
51

「
2
0
2
5
年
に
お
け
る
医
療
機
関
ご
と
の
具
体
的
対
応

方
針
に
関
す
る
調
査
票
」
「
設
問
2
」
に
お
い
て
、
当

院
は
2
0
2
5
年
ま
で
に
1
0
0
床
増
床
希
望
で
記
入
い
た
し

ま
し
た
が
、
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課

担
当
者
様
よ
り
、
今
回
の
調
査
は
、
基
本
的
に
配
分

を
受
け
て
い
る
病
床
数
の
範
囲
内
で
の
回
答
を
想
定

し
て
い
る
。
今
後
の
増
床
検
討
に
関
し
て
は
、
そ
の

旨
を
備
考
と
し
て
記
載
す
る
よ
う
な
形
で
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
と
の
メ
ー
ル
連
絡
が
あ
り
、
今

後
の
増
床
検
討
に
つ
い
て
備
考
欄
に
て
記
入
い
た
し

ま
す
。

当
院
は
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
1
0
0
床
増
床
致
し
た
い
。
理

由
は
次
の
通
り
で
す
。

①
当
院
の
位
置
す
る
ユ
ー
カ
リ
が
丘
エ
リ
ア
は
印
旛

医
療
圏
の
最
西
部
で
あ
り
、
基
準
病
床
数
に
対
し
て

既
存
病
床
数
が
5
2
4
床
不
足
し
て
い
る
東
葛
南
部
医
療

圏
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
院
が
増
床
す
る

こ
と
に
よ
り
、
印
旛
医
療
圏
の
み
な
ら
ず
、
東
葛
南

部
医
療
圏
に
お
住
い
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

②
当
院
の
位
置
す
る
印
旛
医
療
圏
は
平
成
3
7
年
の
必

要
病
床
数
に
対
し
て
回
復
期
機
能
の
病
床
数
が
1
,
2
8
9

床
不
足
(
2
8
年
度
病
床
機
能
報
告
に
基
づ
く
)
、
か

つ
、
回
復
期
機
能
圏
域
内
完
結
率
が
6
3
.
5
％
で

3
6
.
5
％
が
周
辺
圏
域
に
流
出
し
て
お
り
、
当
院
が
回

復
期
病
床
を
増
床
す
る
こ
と
に
よ
り
、
印
旛
医
療
圏

に
お
住
い
の
患
者
様
は
、
自
宅
の
そ
ば
で
治
療
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
地
域
医
療
に
大
い
に
貢
献
で
き

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

③
現
在
、
当
院
は
一
般
病
床
の
重
度
意
識
障
害
者
施

設
等
の
入
院
基
本
料
を
届
け
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
回
復
期
病
床
、
慢
性
期
病
床
及
び
終
末
医
療

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
隣
接
地
に
あ
る
急
性
期
医
療
の
東
邦
大
学
医

療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
医
療

連
携
が
、
さ
ら
に
高
ま
る
と
共
に
地
域
高
齢
者
施
設

を
含
め
た
地
域
医
療
・
福
祉
・
介
護
に
貢
献
で
き
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

2
8
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
60

0
60

0
2
0
2
0
年
開
院
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補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

№
医
療
機
関
名

2
02
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

20
25
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

2
9
医
療
法
人
社
団
愛
弘
会
み
ら
い
ｳｨ
ﾒ
ﾝｽ
ﾞ
ｸ
ﾘ
ﾆｯ
ｸ

○
19

19

3
0
医
療
法
人
社
団
宝
樹
会
森
川
産
婦
人
科
ｸ
ﾘ
ﾆｯ
ｸ

○
○

0
0

分
娩
・
婦
人
科
手
術
（
入
院
を
必
要
と

す
る
手
術
）
を
行
わ
な
く
な
っ
た
た

め
。
R
2
.
9
.
2
廃
止
届
提
出
。

3
1
医
療
法
人
社
団
そ
う
ｸﾘ
ﾆｯ
ｸ

(1
9)

(1
9)

2
0
2
5
年
の
機
能
別
見
込
み
病
床
数
は
未
回
答
(
括
弧
内

は
H
2
9
病
床
機
能
報
告
で
回
答
が
あ
っ
た
「
6
年
後

(
2
0
2
3
年
)
の
予
定
機
能
」
)

3
2
医
療
法
人
社
団
千
陽
会
さ
く
ら
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

廃
止
済
(
2
0
1
9
年
)

3
3
医
療
法
人
社
団
禎
豊
会
潤
生
堂
医
院

○
○

○
○

○
○

0
病
床
廃
止
済
(
2
0
1
8
年
)

【
変
更
前
】
休
棟
等
9

3
4
医
療
法
人
社
団
仁
香
会
ｳ
ｲ
ﾝﾄ
ﾞ
･ﾐ
ﾙ
･
ｸ
ﾘﾆ
ｯ
ｸ

○
19

19

3
5
た
て
産
婦
人
科
佐
倉
分
院

○
○

子
宮
が
ん

5
5

3
6
医
療
法
人
社
団
芽
ば
え
の
会
春
成
祥
子
ﾚ
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｽ

ｸﾘ
ﾆｯ
ｸ

○
10

10

3
7
医
療
法
人
社
団
陽
政
会
長
岡
産
婦
人
科
ｸ
ﾘ
ﾆｯ
ｸ

調
査
未
回
答

(1
0)

(1
0)

調
査
未
回
答
(
括
弧
内
は
H
2
9
病
床
機
能
報
告
で
回
答

が
あ
っ
た
「
6
年
後
(
2
0
2
3
年
)
の
予
定
機
能
」
)

3
8
医
療
法
人
社
団
陽
政
会
ｼ
ﾞ
ｭﾈ
ｽ長

岡
調
査
未
回
答

(7
)

(7
)

調
査
未
回
答
(
括
弧
内
は
H
2
9
病
床
機
能
報
告
で
回
答

が
あ
っ
た
「
6
年
後
(
2
0
2
3
年
)
の
予
定
機
能
」
)

3
9
医
療
法
人
社
団
誠
仁
会
み
は
ま
佐
倉
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

○
19

19

4
0
医
療
法
人
社
団
爽
愛
会
小
林
循
環
器
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

○
○

○
終
末
期
医
療

19
19

4
1
医
療
法
人
社
団
工
藤
外
科
内
科

○
○

○
0

0
夜
間
病
床
勤
務
者
確
保
が
困
難
な
た
め

病
床
廃
止
（
2
0
2
0
年
）

4
2
い
し
い
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

→
医
療
法
人
社
団
三
樹
会

　
(
仮
称
)ｳ
ｲﾝ
ｸ
ﾞ土

屋
ﾚ
ﾃﾞ
ｨｰ
ｽ
ｸ
ﾘ
ﾆｯ
ｸ

○
9

9
地
域
周
産
期
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
、

休
棟
中
の
い
し
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
分
院

と
し
て
開
設
し
周
産
期
医
療
を
再
開
す

る
(
2
0
2
1
年
4
月
予
定
)
。

4
3
岩
沢
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

(1
4)

(1
4)

2
0
2
5
年
の
機
能
別
見
込
み
病
床
数
は
未
回
答
(
括
弧
内

は
H
2
9
病
床
機
能
報
告
で
回
答
が
あ
っ
た
「
6
年
後

(
2
0
2
3
年
)
の
予
定
機
能
」
)

4
4
医
療
法
人
社
団
誠
仁
会
み
は
ま
成
田
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ

○
○

○
人
工
透
析
、
泌
尿
器
一
般
並
び
に

泌
尿
器
科
領
域
の
癌

18
18

4
5
医
療
法
人
社
団
美
修
会
松
岸
ﾚﾃ
ﾞ
ｨｽ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯｸ

○
19

19

4
6
医
療
法
人
社
団
鴻
志
会
日
吉
台
ﾚ
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｽ
ｸ
ﾘﾆ
ｯ
ｸ

○
不
妊
治
療

9
9

4
7
医
療
法
人
社
団
明
生
会
東
葉
ｸﾘ
ﾆ
ｯｸ
･
ｴ
ｱ
ﾎﾟ
ｰ
ﾄ

○
透
析

19
19

4
8
弓
立
産
婦
人
科

○
11

11
注
1
)

注
2
)

注
3
)

注
4
)

前
回
報
告
時
以
降
、
具
体
的
対
応
方
針
に
変
更
が
あ
っ
た
医
療
機
関
の
列
を
着
色
し
て
い
ま
す
。

前
回
報
告
時
以
降
、
変
更
が
あ
っ
た
個
所
に
つ
い
て
、
下
線
と
し
て
い
ま
す
（
医
療
機
関
名
の
変
更
の
み
の
場
合
を
除
く
）
。

一
覧
表
に
記
載
の
「
2
0
2
5
年
に
担
う
役
割
」
「
2
0
2
5
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数
」
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
県
ま
で
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
診
療
所
】

「
補
助
金
活
用
予
定
」
欄
に
つ
い
て
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
等
整
備
事
業
（
回
復
期
リ
ハ
、
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
転
換
）
又
は
地
域
中
核
医
療
機
関
整
備
促
進
事
業
（
地
域
の
中
核
と
な
る
公
的
医
療
機
関
等
の
み
対
象
）
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
（
又
は
現
在
補
助
を
受
け
て
い
る
）
医
療
機
関
に
○
を
つ
け
て
い

ま
す
。



別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 医療法人社団 三樹会 

医 療 機 関 名 ウィング土屋レディースクリニック 

所 在 地 成田市ウィング土屋１６３ 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 

 が
ん 

脳
卒
中 

心
血
管
疾
患 

糖
尿
病 

精
神
疾
患 

救
急 

災
害 

周
産
期 

小
児 

在
宅 

そ
の
他 

変更前        ○    

変更後        ○    

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 床 床  

急性期 床 ９床 有床診療所入院基本料１ 

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 ９床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

 地域周産期医療に貢献するため、休棟中のいしいクリニックを分院として開設し 

 周産期医療を再開するため。 

 

 



別紙様式１ 

 



（仮称）医療法人社団 三樹会 ウイング土屋レディースクリニック 
（現、いしいクリニック） 

周産期再開の経緯と今後の役割、機能について 
 

【本件の経緯について】 
 いしいクリニックは、平成１７年３月から、成田市ウイング土屋１６３において、病床９

床を有し、産科、内科、小児科、婦人科、皮膚科、泌尿器科を標榜し、地域医療に貢献して

きました。しかし、管理者である石井譲の体調不良等があり、病床を休棟し他の診療科目で

医療を継続してまいりました。 
 しかし、最近の成田市の出産適齢期年齢の女性の人口が増加し、さらに COVID１９の影

響による都内の病院での周産期医療の受入抑制もあり、昨年から産科を再開してほしいと

の声が多く上がるようになりました。 
 周産期を受け入れていた頃でも、年間３００件を超えるお産があり、地域住民の要請に添

うべき検討を重ね、以前から交流のある医療法人社団もりかわ医院協力のもと、産科を再開

いたしたく、病床機能を再開したいと考えております。 
  
 すでに、４月出産予定の方からのお問い合わせが数件あり、受入先病院をさがすのに困難

を極めているとの御相談をいただき、地域医療に貢献するため、早期に病床再開を望んでお

ります。 
 
【医療法人社団もりかわ医院について】 
 医療法人社団もりかわ医院はいすみ市岬町長者において周産期を中心に行っており、 
いしいクリニックの産科再開に向け、経営的、人員的にも協力体制にあります。同法人は年

間４００件のお産を行っており、医師ばかりではなく、看護師、助産師も経験豊富です。 
 
【今後の役割、機能について】 
 医師の高齢化、後継者不足による一時分娩施設の抱える問題の解決に貢献できるよう、全

力を尽くしてまいります。また、医療法人社団もりかわ医院の分院として再開いたしますの

で、医師等の医療従事者が確実に確保でき、地域のお産に貢献いたします。 
 
 また、緊急時等は成田日赤病院などの基幹施設との連携ができており、今後は産科救急、

母体搬送、緊急時対応などの講習会を実施し、地域の先生方にも御指導を賜りながら、地域

の母体死亡率、重症化症例の減少に努めてまいります。 
 
 以上、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 



《参考資料》 
 
【施設概要】 
名 称：（仮称）ウィング土屋レディースクリニック（現、いしいクリニック） 
診療科：産科、婦人科、内科、小児科、皮膚科、泌尿器科（分娩を取り扱う診療所） 
所 在：成田市ウイング土屋１６３番地 
建 物：鉄筋コンクリート造陸屋根 3 階建（１階：341.83 ㎡ 2 階：436.39 ㎡ 3 階 71.23 ㎡） 
病 床：９室 ９床 
医 師：３名 
総従業員数：１９名 
 
【医療法人社団 三樹会の概要】 
法人名：医療法人社団 三樹会（現 医療法人社団 もりかわ医院）  
診療所名：もりかわ医院 
理事長：森川 義郎 
 
【分院としての開設時期】 
令和３年４月１日 
 
 



 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 医療法人徳洲会 

医 療 機 関 名 医療法人徳洲会 大日徳洲会病院 

所 在 地 千葉県四街道市大日９３３番地 

変 更 事 項 ☑ 今後担う役割  ☑病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 

 が
ん 

脳
卒
中 

心
血
管
疾
患 

糖
尿
病 

精
神
疾
患 

救
急 

災
害 

周
産
期 

小
児 

在
宅 

そ
の
他 

変更前           ○ 

変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

その他＝慢性期機能 

病院廃止予定のため、担う役割なし 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 床 床  

急性期 68床 0床  

回復期 床 床  

慢性期 54床 0床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

病院建物、設備機器が著しく老朽化しており、医療環境の提供面、設備構造面にお

いて医療機関として存続が困難な状況であり、現許可病床122床は同一医療圏であ

る成田富里徳洲会病院へ移転した。 

 

別紙様式１ 



別紙様式２ 

病院・有床診療所に係る整備計画書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報 

法 人 名 医療法人徳洲会  

医 療 機 関 名 成田富里徳洲会病院 

所 在 地 千葉県富里市日吉台１－１－１ 

※ 移転の場合、所在地欄には現在地と移転先を二段書きにしてください。 

２ 整備内容等（該当項目に☑） 

整 備 内 容 □ 新築(建替含む)  □ 増築  ☑ 改築  □ 転換(内部改修等) 

財 政 支 援 □ 特別交付税措置  □ 特別償却制度  □ 県補助金 

※ 財政支援については、提出時点で申請予定の内容を記載してください。 

３ 今後担う役割（該当項目に○） 

 が
ん 

脳
卒
中 

心
血
管
疾
患 

糖
尿
病 

精
神
疾
患 

救
急 

災
害 

周
産
期 

小
児 

在
宅 

そ
の
他 

整備前 〇 〇 〇 〇  〇   〇   

整備後 〇 〇 〇 〇  〇   〇  〇 

その他の内訳 

及び補足等 

・血管外科 ・乳腺外科 

 

 

４ 整備後の診療科 

 

 

 

 

 

診
療
科
名 

整備前 内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・外科・心臓血管外科 

消化器外科・整形外科・脳神経外科・小児科・麻酔科・呼吸器内

科・血液腫瘍内科・糖尿病代謝内科・呼吸器外科・形成外科・皮

膚科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・救急科・神

経内科・病理診断科・総合診療科・漢方内科 

整備後 内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・外科・心臓血管外科 

消化器外科・整形外科・脳神経外科・小児科・麻酔科・呼吸器内

科・血液腫瘍内科・糖尿病代謝内科・呼吸器外科・形成外科・皮

膚科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・救急科・神

経内科・病理診断科・総合診療科・漢方内科・血管外科・乳腺外

科・精神科・心療内科・リウマチ科 



 

５ 病床機能及び入院料 
 

整備前 整備後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 285床 407床  

 高度急性期 8床 10床 ハイケアユニット入院医療管理料1 

急性期 235床 296床 一般入院基本料4 

回復期 42床 47床 回復期リハビリテーション病棟入院料3 

慢性期 0床 54床 療養病棟入院料2 

 人間ドック等 0床 0床  

休棟等 0床 0床  

 

６ 病床機能を変更する理由等（現在と整備後の機能別病床数を変更する場合のみ） 

  ※令和２年３月時点 

当院は開院よりこれまで、外科・循環器内科・脳神経外科・泌尿器科・心臓血管外

科を中心に地域の医療ニーズに答えるべく尽力してまいりました。診療の体制が充

実するとともに現在では救急を中心とした急性期患者の受入要請が増加の一途をた

どっております。病床利用率も昨年夏頃より８５％から９０％に達し、年末からは

９３％以上で推移しております。今後も引き続き救急患者の受入に応需していくた

めには増床が必要であると考えております。地域で慢性期病床を有する各病院は満

床状態が続いていることも多いため、当院が療養病床を有することによって地域で

効果的に活用できる慢性期病床を提供・構築していくことが必要であると感じてお

ります。また、今回の計画により当院は急性期病床、回復期病床、療養病床、併設

の介護老人保健施設を有することになるため、地域の病院や診療所、介護施設等か

ら急性期から慢性期・介護領域に至るまで様々な場面での入院・入所受入や必要に

応じた治療・介護環境の提供体制を構築することが出来ます。そのことにより、地

域の住民の方々にとっても適切な状態・時期・期間で在宅へ帰る環境を提供できる

ものと考えています。 

診療体制においても、外科・循環器内科・心臓血管外科・脳神経外科の増員を図り、

急性期医療の充実に努めていきます。 

地域の医療ニーズに答えていくとともに住民の医療サービスへの満足度をこれまで

以上に向上させる決意です。 

 

７ 地域の医療機関との連携やネットワーク化に対する考え     

限られた医療資源の中で地域の医療拡充を図るためには、積極的に連携を強化しネ

ットワークを発展させていくべきであると考えています。当院はこれまでも他院か

らの紹介や救急を断ることなく受入れてきました。また、病院・診療所・介護施設

などの紹介元へは速やかな受入患者の情報伝達と治療方針等の開示を心掛け、医療

機関のみならず消防や警察との連携も密に行ってきました。さらに、地域の医療ニ



ーズを適切に把握し、自院の地域での役割を明確にしながら、地域医療の充実を図

るためには、それぞれの医療・介護施設や各行政機関、医師会との相互の信頼関係

の構築や共通理解が重要であると認識しており、そのような機会を積極的に当方か

ら創出していきたいと思います。 

 

８ 整備スケジュール 

供 用 開 始 令和２年６月 

そ の 他 補 足  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 学校法人東邦大学 

医 療 機 関 名 東邦大学医療センター佐倉病院 

所 在 地 〒285-8741 千葉県佐倉市下志津564-1 

変 更 事 項 □ 今後担う役割   ☑病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 451床 447床  

 高度急性期 451床 447床  

急性期 床 床  

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

許可病床数の変更に伴い、変更が生じた。 

 

 

 



別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 

医 療 機 関 名 聖隷佐倉市民病院 

所 在 地 千葉県佐倉市江原台2丁目36番2 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 400床 399床  

 高度急性期 8床 8床 HCU 

急性期 392床 391床 急性期一般2 

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

許可病床を1床減少し、地域包括ケア病棟の増床を計画しているため 

 

 

 







別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 医療法人社団 三樹会 

医 療 機 関 名 ウィング土屋レディースクリニック 

所 在 地 成田市ウィング土屋１６３ 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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変更後        ○    

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 床 床  

急性期 床 ９床 有床診療所入院基本料１ 

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 ９床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

 地域周産期医療に貢献するため、休棟中のいしいクリニックを分院として開設し 

 周産期医療を再開するため。 

 

 



別紙様式１ 

 



（仮称）医療法人社団 三樹会 ウイング土屋レディースクリニック 
（現、いしいクリニック） 

周産期再開の経緯と今後の役割、機能について 
 

【本件の経緯について】 
 いしいクリニックは、平成１７年３月から、成田市ウイング土屋１６３において、病床９

床を有し、産科、内科、小児科、婦人科、皮膚科、泌尿器科を標榜し、地域医療に貢献して

きました。しかし、管理者である石井譲の体調不良等があり、病床を休棟し他の診療科目で

医療を継続してまいりました。 
 しかし、最近の成田市の出産適齢期年齢の女性の人口が増加し、さらに COVID１９の影

響による都内の病院での周産期医療の受入抑制もあり、昨年から産科を再開してほしいと

の声が多く上がるようになりました。 
 周産期を受け入れていた頃でも、年間３００件を超えるお産があり、地域住民の要請に添

うべき検討を重ね、以前から交流のある医療法人社団もりかわ医院協力のもと、産科を再開

いたしたく、病床機能を再開したいと考えております。 
  
 すでに、４月出産予定の方からのお問い合わせが数件あり、受入先病院をさがすのに困難

を極めているとの御相談をいただき、地域医療に貢献するため、早期に病床再開を望んでお

ります。 
 
【医療法人社団もりかわ医院について】 
 医療法人社団もりかわ医院はいすみ市岬町長者において周産期を中心に行っており、 
いしいクリニックの産科再開に向け、経営的、人員的にも協力体制にあります。同法人は年

間４００件のお産を行っており、医師ばかりではなく、看護師、助産師も経験豊富です。 
 
【今後の役割、機能について】 
 医師の高齢化、後継者不足による一時分娩施設の抱える問題の解決に貢献できるよう、全

力を尽くしてまいります。また、医療法人社団もりかわ医院の分院として再開いたしますの

で、医師等の医療従事者が確実に確保でき、地域のお産に貢献いたします。 
 
 また、緊急時等は成田日赤病院などの基幹施設との連携ができており、今後は産科救急、

母体搬送、緊急時対応などの講習会を実施し、地域の先生方にも御指導を賜りながら、地域

の母体死亡率、重症化症例の減少に努めてまいります。 
 
 以上、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 



《参考資料》 
 
【施設概要】 
名 称：（仮称）ウィング土屋レディースクリニック（現、いしいクリニック） 
診療科：産科、婦人科、内科、小児科、皮膚科、泌尿器科（分娩を取り扱う診療所） 
所 在：成田市ウイング土屋１６３番地 
建 物：鉄筋コンクリート造陸屋根 3 階建（１階：341.83 ㎡ 2 階：436.39 ㎡ 3 階 71.23 ㎡） 
病 床：９室 ９床 
医 師：３名 
総従業員数：１９名 
 
【医療法人社団 三樹会の概要】 
法人名：医療法人社団 三樹会（現 医療法人社団 もりかわ医院）  
診療所名：もりかわ医院 
理事長：森川 義郎 
 
【分院としての開設時期】 
令和３年４月１日 
 
 



 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 医療法人徳洲会 

医 療 機 関 名 医療法人徳洲会 大日徳洲会病院 

所 在 地 千葉県四街道市大日９３３番地 

変 更 事 項 ☑ 今後担う役割  ☑病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

その他＝慢性期機能 

病院廃止予定のため、担う役割なし 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 床 床  

急性期 68床 0床  

回復期 床 床  

慢性期 54床 0床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

病院建物、設備機器が著しく老朽化しており、医療環境の提供面、設備構造面にお

いて医療機関として存続が困難な状況であり、現許可病床122床は同一医療圏であ

る成田富里徳洲会病院へ移転した。 

 

別紙様式１ 



別紙様式２ 

病院・有床診療所に係る整備計画書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報 

法 人 名 医療法人徳洲会  

医 療 機 関 名 成田富里徳洲会病院 

所 在 地 千葉県富里市日吉台１－１－１ 

※ 移転の場合、所在地欄には現在地と移転先を二段書きにしてください。 

２ 整備内容等（該当項目に☑） 

整 備 内 容 □ 新築(建替含む)  □ 増築  ☑ 改築  □ 転換(内部改修等) 

財 政 支 援 □ 特別交付税措置  □ 特別償却制度  □ 県補助金 

※ 財政支援については、提出時点で申請予定の内容を記載してください。 

３ 今後担う役割（該当項目に○） 
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整備前 〇 〇 〇 〇  〇   〇   

整備後 〇 〇 〇 〇  〇   〇  〇 

その他の内訳 

及び補足等 

・血管外科 ・乳腺外科 

 

 

４ 整備後の診療科 

 

 

 

 

 

診
療
科
名 

整備前 内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・外科・心臓血管外科 

消化器外科・整形外科・脳神経外科・小児科・麻酔科・呼吸器内

科・血液腫瘍内科・糖尿病代謝内科・呼吸器外科・形成外科・皮

膚科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・救急科・神

経内科・病理診断科・総合診療科・漢方内科 

整備後 内科・循環器内科・消化器内科・腎臓内科・外科・心臓血管外科 

消化器外科・整形外科・脳神経外科・小児科・麻酔科・呼吸器内

科・血液腫瘍内科・糖尿病代謝内科・呼吸器外科・形成外科・皮

膚科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・救急科・神

経内科・病理診断科・総合診療科・漢方内科・血管外科・乳腺外

科・精神科・心療内科・リウマチ科 



 

５ 病床機能及び入院料 
 

整備前 整備後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 285床 407床  

 高度急性期 8床 10床 ハイケアユニット入院医療管理料1 

急性期 235床 296床 一般入院基本料4 

回復期 42床 47床 回復期リハビリテーション病棟入院料3 

慢性期 0床 54床 療養病棟入院料2 

 人間ドック等 0床 0床  

休棟等 0床 0床  

 

６ 病床機能を変更する理由等（現在と整備後の機能別病床数を変更する場合のみ） 

  ※令和２年３月時点 

当院は開院よりこれまで、外科・循環器内科・脳神経外科・泌尿器科・心臓血管外

科を中心に地域の医療ニーズに答えるべく尽力してまいりました。診療の体制が充

実するとともに現在では救急を中心とした急性期患者の受入要請が増加の一途をた

どっております。病床利用率も昨年夏頃より８５％から９０％に達し、年末からは

９３％以上で推移しております。今後も引き続き救急患者の受入に応需していくた

めには増床が必要であると考えております。地域で慢性期病床を有する各病院は満

床状態が続いていることも多いため、当院が療養病床を有することによって地域で

効果的に活用できる慢性期病床を提供・構築していくことが必要であると感じてお

ります。また、今回の計画により当院は急性期病床、回復期病床、療養病床、併設

の介護老人保健施設を有することになるため、地域の病院や診療所、介護施設等か

ら急性期から慢性期・介護領域に至るまで様々な場面での入院・入所受入や必要に

応じた治療・介護環境の提供体制を構築することが出来ます。そのことにより、地

域の住民の方々にとっても適切な状態・時期・期間で在宅へ帰る環境を提供できる

ものと考えています。 

診療体制においても、外科・循環器内科・心臓血管外科・脳神経外科の増員を図り、

急性期医療の充実に努めていきます。 

地域の医療ニーズに答えていくとともに住民の医療サービスへの満足度をこれまで

以上に向上させる決意です。 

 

７ 地域の医療機関との連携やネットワーク化に対する考え     

限られた医療資源の中で地域の医療拡充を図るためには、積極的に連携を強化しネ

ットワークを発展させていくべきであると考えています。当院はこれまでも他院か

らの紹介や救急を断ることなく受入れてきました。また、病院・診療所・介護施設

などの紹介元へは速やかな受入患者の情報伝達と治療方針等の開示を心掛け、医療

機関のみならず消防や警察との連携も密に行ってきました。さらに、地域の医療ニ



ーズを適切に把握し、自院の地域での役割を明確にしながら、地域医療の充実を図

るためには、それぞれの医療・介護施設や各行政機関、医師会との相互の信頼関係

の構築や共通理解が重要であると認識しており、そのような機会を積極的に当方か

ら創出していきたいと思います。 

 

８ 整備スケジュール 

供 用 開 始 令和２年６月 

そ の 他 補 足  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 学校法人東邦大学 

医 療 機 関 名 東邦大学医療センター佐倉病院 

所 在 地 〒285-8741 千葉県佐倉市下志津564-1 

変 更 事 項 □ 今後担う役割   ☑病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 451床 447床  

 高度急性期 451床 447床  

急性期 床 床  

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

許可病床数の変更に伴い、変更が生じた。 

 

 

 



別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 

医 療 機 関 名 聖隷佐倉市民病院 

所 在 地 千葉県佐倉市江原台2丁目36番2 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 400床 399床  

 高度急性期 8床 8床 HCU 

急性期 392床 391床 急性期一般2 

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

許可病床を1床減少し、地域包括ケア病棟の増床を計画しているため 

 

 

 






